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既存交通システムとその問題点

• 既存システム＞都市高速鉄道＋地下鉄、路線バス

• （諸外国では）＞路面電車、トロリーバスも活躍

• 高速鉄道＞大量輸送に適し、エネルギー・環境面で優。

• ＞建設コスト大、建設に長期、経済的に成り立つのは限ら
れた路線、路線の柔軟度小（カーブ、勾配）

• 路線バス＞コスト小、きめ細かいサービス

• ＞道路混雑で速度・定時性低下、排ガス・騒音、要員

• 新しいシステムによる解決

• 例えば 1960年代＞モノレール、 1970年代＞ゴムタイヤ式
新交通、1980年代＞鉄車輪式リニア、1990～2000～＞磁気
浮上式リニア、ＬＲＴ
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新しい交通システムの分類

• 輸送形態＞ 車両型／連続輸送型

• 輸送モード＞

シングルモード型（道路、軌道）／デュアルモード型

• 動力源・駆動方式＞

地上動力型（ロープ、ベルト、地上一次リニア）

／車上動力型（回転型モータ、内燃機関、車上一次リニア）

• 走行形態（支持・案内）＞

車輪／磁気／空気／その他＜光学案内＞



matsumo
テキストボックス
日本機械学会
機械工学便覧γ６「交通機械」





独立行政法人 交通安全環境研究所独立行政法人 交通安全環境研究所

新しい都市交通ｼｽﾃﾑの実用化
ここ３０年間に導入された各種のシステム

新交通システム
（大阪、神戸、桃花台、東京・・・）

リニア地下鉄
（大阪、東京、神戸、福岡・・・）

ライトレール
（熊本、広島、岡山、高岡・・・）

ガイドウェイバス
（福岡、名古屋・・・）

リニモ＝磁気浮上・リニア
（名古屋、・・・）

ＩＭＴＳ＝無人運転バス
（淡路、名古屋・・・）
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新交通システムの実用化と展開
ゴムタイヤ式
沖縄海洋博(50) > 神戸(56) > 大阪南港(56) > ユーカリが丘(57) > 埼玉(58) 
> 西武･山口(60) > 横浜・金沢(H1) > 桃花台(H3) > 関空(H6) > ゆりかもめ
(H7) > 名古屋GB(H13) > 舎人

スカイレール BTM   OTISシャトル IMTS   ｼﾞｪｯﾄｺｰｽﾀｰ型
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リニアモータ地下鉄の研究開発
(昭和60年～運輸省)

大阪南港実験線
(技術評価と改良)

地下鉄協会と共同で実用化研究 > 大阪、東京での実用化を推進
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リニアメトロの実用化と展開

大阪･長堀鶴見緑地線(’90)

波状摩耗対策、曲直両用
新円弧踏面などでフォ
ローアップ

横浜･グリーンライン (’08)

福岡･七隈線 (’05)
神戸･海岸線 (’01)

東京･大江戸線 (’91)

仙台市東西線

大阪･今里筋線 (’06)
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・常電導磁気浮上(HSST)＝リニモ

愛知万博で実用化した新しい交通システム

・無人運転バス(IMTS)

＊磁気浮上＞非接触な車体支持とガイド

＊リニアモータ＞非粘着駆動・制動

＊無人自動運転
＊技術は自動車のＩＴＳ

／安全確保は鉄道の原理
＊無線、ソフトウェアによる

安全確保
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「リニモ」＝「HSST」の特徴

＊磁気浮上＞非接触な車体支持とガイド

＊リニアモータ＞非粘着駆動・制動

＊静粛で振動が少ない
(車内、沿線)

＊急勾配、急カーブ可能

＊摩耗なくメンテナンスフリー

＊分布荷重で構造物簡素
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新しい交通システムの実用化へのプロセス例

机上プラン
または

基礎実験

小規模実験線

本格実験線

試験的営業
（博覧会など）

本格的営業線

試験、シミュ
レーションなど
による技術評価

技術基準など
の法令整備

技術評価方法
の検討

リニモ ＝ ＨＳＳＴの例
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IMTS（無人運転バス）

磁気ネイルによる操舵・分岐制御
隊列走行＞車々間通信＋車間センサー
隊列間衝突防止＞路車間通信
技術は自動車のＩＴＳ＜＞保安は鉄道の閉そく
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路面電車
＞モータリゼーションの進展で急減（昭和40年代）
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※自家用自動車、バスに比して
◎ 排気ガスがない、地球温暖化物質の排出が少ないなど

環境性に優れる。

◎旅客一人当たりの専有面積が小さい。

○専用軌道のため定時性がある。

△振動、騒音が少ないなど乗り心地に優れる。

※地下鉄、新交通システムなどに比して
◎建設費が安く、工事期間も短い。

◎地表面を走り、かつ低床車両を用いれば、アクセスが
極めて容易。

○比較的小単位の輸送需要にも対応できる。

△街のランドマークになる。車窓から街が眺められる。

ライトレール（LRT）の特徴
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ライトレールの特性分野
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欧州での先進的ライトレール (LRT)
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活性化
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ライトレール(LRT)・日本への導入

熊本
(’97)

岡山
(‘02)

鹿児島
(純国産’02)

高岡
（万葉線）
(’04)

広島(’99) (純国産’05)
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本格的ＬＲＴ＞
富山ライトレールの開業
(2007.4.29)
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Ｑ１．新しいシステムの開発・実用化で何
が一番大切か？

・オールラウンドをねらってはいけない！

・適材適所のシステムを！

・温故知新も忘れずに！

Ｑ２．最も推奨できるシステムは何か？

新しい都市交通システムの導入
に対する問い？
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